
GPIBからLXIへの移行
（システム･ソフトウェア編)
わずかな変更で、性能が大幅に向上

Application Note 1465-25

代表的なテスト・システムでは、測定
器とコントローラが最も大きな構成要
素です。システムを一から構築する場
合は、測定器の制御、データの転送、
測定結果を解析するソフトウェアを作
成するのが、最もコストのかかる要素
です。そのため、既存のソフトウェア
を再利用できれば、既存のシステムを
変更したり、同様の機能を持つシステ
ムを新たに構築する時間という点では、
非常に効果的で、コストの削減につな
がります。

一見すると、測定器の入出力（I/O）に
GPIBではなくLXI（LAN）を使用するよ
うにシステム・ソフトウェアを変更す
ることは難しく、冗長な作業のように
見えます。また、現在のLXI測定器の多
くにGPIBポートが内蔵されていること
を考えれば、不必要であるようにも見

えます。しかし、互換モードや開発ツ
ールによって、GPIBからLXIへの移行
は容易になり、ソフトウェアにわずか
な変更を加えるだけでシステムを簡単
に移行できます。さらに、通常は、こ
うしたわずかな変更だけで、システム
全体の性能が向上します。また、ラー
ジ・ブロック転送では速度が大幅に向
上します。

本書は、GPIBからLXIへの移行の支援
を目的にしたアプリケーション・ノー
ト・シリーズの第6弾です。1 ここでは、
相対的な性能の向上と、それを実現す
るための移行方法を説明します。相対
的な違いを比較するために、サンプル
を作成し、その性能を4種類のI/O手法で
測定し、GPIBからLANへの移行後の性
能レベルを予想しました。

目次

接続および通信　2
性能テスト　3
性能上限の確認　3
結果の比較　4
利点の評価　5
将来のテストへの移行　6
付録：ソフトウェアのマイナ・チェンジ　7
関連カタログ　7

1 このアプリケーション・ノートは、
AN 1465-22『GPIBからLXIへの移行：類似性、
相違、最善の方法』（カタログ番号：5989-
4373JAJP）の姉妹編です。
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接続と通信

高性能P C、 L X I対応の測定器2台
（34411Aデジタル・マルチメータ、
34980Aマルチファンクション・スイッ
チ／計測ユニット）で構成されたテス
ト・システムを使用して、7種類のベン
チマークを作成しました。ホストPCに
は、PCI GPIBカードとギガビット・イ
ーサネット・カードをインストールし、
トランザクション2 操作や測定器の設
定／制御は、C#を使用してシステム・
ソフトウェアを作成しています。また、
測定器からPCへのラージ・ブロック転
送も行いました。

テストでは、PCは2台の測定器にGPIB
またはLAN経由で接続されました。ど
ちらの測定器にもGPIB、LAN、USBポ
ートが内蔵されていますが、ここで説
明するテストでは、GPIBポートとLAN
ポートだけを使用しました。
性能の測定には、PC上で動作するI/Oポ
ート・ユーティリティ・プログラムを
使用しました。このデータは、その後
の解析／比較用にスプレッドシートに
転送しました。

まず、GPIBを用いた場合のシステム性
能を記録し、それらの結果を以下の3種
類のLANベースの接続と比較しました。

● Agilent E5810A LAN/GPIBゲートウェ
イ経由でのLAN-GPIB接続（図1）。

● VXI-11（CVW1）対応のLAN-LAN接続。
LAN経由でGPIB通信をエミュレート。
（GPIBベースのプログラムとの互換性
を確保するため。GPIBを内蔵したす
べてのAgilent Open測定器はLANイン
タフェース経由でのVXI-11に対応し
ています）。

● Socket対応のLAN-LAN接続。LAN経
由での測定器の通信に必要なオーバ
ヘッドはVXI-11より少なくなります。

最後の2つのケースでは、ギガビット・
イーサネット・スイッチをシステムに
組み込んで、測定器とPCを接続しまし
た（図2）。

比較における他の要素は、システム・
ソフトウェア内でダイレクトI/Oを使用
するか、ドライバ・ベースのI/Oを使用
するかでした。ダイレクトI/Oは、SCPI
を使用して、VISA-COMで行われまし
た。ドライバ・ベースの通信では、
LXI規格で規定されているIVI-COMド
ライバを使用しました。

図1. LAN/GPIBゲートウェイを使用したテス
ト・システムの構成

図2. ギガビット・イーサネットLANスイッチ
を使用したテスト・システムの構成
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2 トランザクション測定は、目的の操作を実現する複
数の操作で構成されています。代表的なトランザク
ション操作としては、以下の操作があります：ファ
ンクション／レンジの変更、チャネルのオープン／
クローズ、トリガ、DMMからの結果の読取り。
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性能テスト

各インタフェースに対して、4回測定し、
2種類の通信方法を用いて2種類のタス
クを実行しました（表1）。これは、測定
システムで通常実行される各種プログ
ラミングをエミュレートすることが目
的です。最初に、GPIB-GPIBを使用して
測定を行いました。PCのGPIBカードは
2台の測定器に接続し、測定器は代表的
なGPIBデイジー・チェーンでリンク接

表1. 各インタフェースについて、2種類の通
信方式を用いて2種類のタスクを実行しました。

通信 タスク
インタフェース： トランザクション・
SCP プログラミング

データ転送、ラージ・
ブロック

インタフェース： トランザクション・
IVI-COM プログラミング

データ転送、
ラージ・ブロック

続しました。残りのテストは、PCの
LANポート、ギガビット・イーサネッ
ト・スイッチ、各測定器のLANポート
を使用して行いました。

性能の上限の確認

最も要求の厳しいテストは、ラージ・
データ・ブロックの転送でした。I/Oポ
ート・ユーティリティを使用すること
により、各インタフェースの読取り／
書込み性能を測定することができまし
た。図3に示されているように、4回の
測定すべてで、インタフェースまたは
測定器の処理能力の制限による性能の
上限に到達しました。

各インタフェースの測定結果を以下に
要約します。

● GPIB PCIカード：このインタフェ
ースは、読取りの場合で450 KB/s、
書込みの場合で400 KB/sの上限にすぐ
に到達しました。

● LAN/GPIBゲートウェイ：純粋な
GPIBに比べてロールオフが緩やかで
すが、読取りの場合で450 KB/s、書込
みの場合で400 KB/sあたりで頭打ちに
なりました。

● LAN-LAN、VXI-11：LAN経由の
GPIBスタイルの通信の場合は、性能
は、読取りの場合で1,100 KB/s、書込
みの場合で900 KB/sの上限に緩やかに
到達しました。

● LAN-LAN、ソケット：ソケットの効
率が高まるにつれて、読取りの場
合で4,200  KB/ s、書込みの場合で
3,500 KB/sあたりで、速度は頭打ちに
なりました。

最高の性能が必要な場合は、ソケット
が明らかに優れています。これらのテ
ストでは、最高ブロック転送速度は、
VXI-11に比べると3倍以上、GPIBと比べ
ると9倍近く高速でした。

図3. ソケット対応のLAN-LAN接続は、GPIBおよび他の2つのLANベースの手法に比べて、速度に関する大きな利点があります。
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www.agilent.co.jp/find/open
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結果の比較

与えられたシステムの構成によっては、
特定の性能指標がここに示されている
値より高速または低速になる場合もあ
ります。例えば、TCP/IPウィンドウ・
サイズ（Windows®レジストリ・パラメ
ータ）を大きくすることにより、ラー
ジ・ブロック転送速度を向上させるこ
とができます。ただし、ウィンドウ・
サイズを大きくすると、通常はトラン
ザクション・プログラミングの性能が
低下します。

ここでは比較検討のために、生の速度
ではなく、相対的な性能に重点を置い
て説明します。どのようなシステムで
も、特定のデータ値は、バッファ・サ
イズと、I/Oチェーン全体の考えられる
性能のボトルネック（I/O方法、インタ
フェース・カード、テスト機器、ホス
トPC）によって決まります。

テストの絶対値の結果を表2に示しま
す。簡単にまとめると、IVI-COMはト
ランザクション・プログラミングにつ
いてはSCPIと遜色はありませんでした
が、ブロックの転送についてはSCPIの
方が常に高速でした。4種類のインタフ
ェースを比較すると、ラージ・デー
タ・ブロックを測定器からPCに転送す
るには、ソケットが最も高速な方法で
した。

相対的な比較を明確にするために、
GPIB-GPIBとSCPIを基準として使用し
て、結果をノーマライズしました（表3）。
これにより、純粋なGPIBと比べると、
どのようなタイプのLAN-LAN接続も、
同様のトランザクション・プログラミ
ング性能を示し、より高速のブロック
転送性能を実現できることがすぐにわ
かります。

使用したコマンドとそれらのコマンド
のベンチマークでの使用方法がわかる
ように、図4（5ページ）にSCPIを使用し
たダイレクトI/Oを示します。トランザ
クション・プログラミングには、
34980Aのスイッチ・モジュールと内蔵
DMMを使用しました。波形の捕捉とブ
ロック転送を示すために、34411Aは
50000回読み取るように設定しました。

表2. サンプル・システムの絶対性能を示す、完了したテストの結果。

インタフェース 通信 タスク 平均性能
GPIB PCIカード SCPI トランザクション・プログラミング 0.2327 s

データ転送、ラージ・ブロック 356,188 B/s
IVI-COM トランザクション・プログラミング 0.2321 s

データ転送、ラージ・ブロック 352,880 B/s
LAN/GPIB SCPI トランザクション・プログラミング 0.2455 s
コンバータ データ転送、ラージ・ブロック 317,732 B/s

IVI-COM トランザクション・プログラミング 0.2443 s
データ転送、ラージ・ブロック 315,693 B/s

LAN-LAN、 SCPI トランザクション・プログラミング 0.2430 s
VXI-11 データ転送、ラージ・ブロック 440,176 B/s

IVI-COM トランザクション・プログラミング 0.2457 s
データ転送、ラージ・ブロック 435,247 B/s

LAN-LAN、 SCPI トランザクション・プログラミング 0.2397 s
Socket データ天測、ラージ・ブロック 1,154,921 B/s

IVI-COM トランザクション・プログラミング ‡
データ転送、ラージ・ブロック ‡

‡ VISA I/Oライブラリのドライバの不具合のために、LAN-LAN/SocketテストのSCPI部分しか完了すること
ができませんでした。この問題が検討されることになれば、テストを再実行して、このアプリケーション・ノ
ートを更新する予定です。

表3. GPIB-GPIB/SCPIへの性能のノーマライズ。GPIBに比べると、LAN-LANは、SCPIでも
IVI-COMでも、同様のトランザクション・プログラミング性能を示し、ラージ・ブロック転送で
はより高速でした。

インタフェース 通信 タスク 正規化 注記
性能

GPIB PCIカード SCPI トランザクション・プログラミング 1.000 ノーマライズ基準
データ転送、ラージ・ブロック 1.000 ノーマライズ基準

IVI-COM トランザクション・プログラミング 0.998 同様の性能
データ転送、ラージ・ブロック 0.991 同様の性能

LAN/GPIB SCPI トランザクション・プログラミング 1.055 同様の性能
コンバータ データ転送、ラージ・ブロック 0.892 より低い性能

IVI-COM トランザクション・プログラミング 1.050 同様の性能
データ転送、ラージ・ブロック 0.886 より低い性能

LAN-LAN、 SCPI トランザクション・プログラミング 1.044 同様の性能
VXI-11 データ転送、ラージ・ブロック 1.236 より高い性能

IVI-COM トランザクション・プログラミング 1.056 同様の性能
データ転送、ラージ・ブロック 1.222 より高い性能

LAN-LAN、 SCPI トランザクション・プログラミング 1.030 同様の性能
Socket データ転送、ラージ・ブロック 3.242 より高い性能

IVI-COM トランザクション・プログラミング ‡
データ転送、ラージ・ブロック ‡

‡ VISA I/Oライブラリのドライバの不具合のために、LAN-LAN/SocketテストのSCPI部分しか完了すること
ができませんでした。この問題が検討されることになれば、テストを再実行して、このアプリケーション・ノ
ートを更新する予定です。
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利点の評価

これらの結果は、GPIBからLANへの移
行により、通常はシステム性能が最終
的に向上するということを示唆してい
ます。トランザクション・プログラミ
ング性能が同様であるという根拠に基
づけば、VXI-11とソケットのどちらを
使用しても、LAN-LAN接続ではブロッ
ク転送速度が増加するので、全体の性
能は向上します。このことから、多く
のブロック転送を使用するGPIBのテス
ト・プログラムでは、LANへの変更に
より大きな利点が得られる可能性があ
ることを示唆しています。ホストPCと
スペクトラム・アナライザ、デジタイ
ザ、任意波形発生器などの測定器の間
でラージ・データ・ブロックを転送す
るシステムでは特にそうです。

テスト・システムのGPIBがLXI（LAN）
が変更されると、LANベースの通信の
容易さ、コスト削減、距離の面での利
点がさらに高まります。3 GPIBから
LANへの移行時に、LAN/GPIBゲートウ
ェイなどのデバイスを使用すると、テ
スト・システムでさまざまな測定器の
共存が可能になります。

図4. ベンチマークで使用された、SCPIを用いたダイレクトI/O

Switch.WriteLine（"meas:volt:dc? 10, max, (@3001)"）：
reading＝Switch.Read（）：

Switch.WriteLine（"meas:volt:dc? 1, max, (@3002)"）：
reading＝Switch.Read（）：

Switch.WriteLine（"meas:curr:dc? .001, max, (@3041)"）：
reading＝Switch.Read（）：

Switch.WriteLine（"meas:res? 10000, max, (@3006)"）：
reading＝Switch.Read（）：

Switch.WriteLine（"meas:res? 100, max, (@3010)"）：
reading＝Switch.Read（）：

// Set up 34411A DMM for 50,000 reading block transfer
DMM.WriteLine("conf:volt:dc 10;:form real,32）：
DMM.WriteLine（"form real,32"）：
DMM.WriteLine（"volt:zero:auto once"）：
DMM.WriteLine（"volt:aper 20e-6"）：
DMM.WriteLine（"trig:sour imm;delay 0"）：
DMM.WriteLine（"samp:count 50000;source imm;*opc?"）：

3 詳細については、LXIコンソーシアムのWebサイト
（www.lxistandard.org）をご覧ください。

www.agilent.co.jp/find/open
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将来のテストへの移行

LANベースのI/Oの利点を十分に理解し
ていただくために、Agilent Openの一部
として、LXIを採用しました。Agilent
Openの強みはこのような基本的な前提
にあり、テスト・システムにはユーザ
が選択可能なアーキテクチャが採用さ
れています。また、ユーザの要件、選
択、既存のテスト資産（ハードウェア、
ソフトウェア、I/O）に対応する将来性
を備えています（図4）。Agilent Openは、
コスト・パフォーマンスの高い測定ソ
リューションの構築を加速し、思いど
おりのテストを実現します。

システム接続の簡素化

Agilent Openでは、テスト要件に応じて、
I/Oを選択できます。またAgilent Open測
定器には、GPIB、LAN、USBポートが
内蔵されています。このような高い柔
軟性により、現在のシステムに最適な
インタフェースを選択し、将来別のイ
ンタフェースに変更することができま
す。また、GPIB測定器をLAN/USBベー
スのシステムに簡単に組み込むことが
できるように、ゲートウェイやコンバ
ータを豊富に取り揃えています。

柔軟性の高い測定ソリューション

の構築

Agilent Open測定器は、テスト・ソフ
トウェアやシステム・ラックへの容易
な統合、高速スループットを実現する
ように設計され、テスト・システムに
適した測定器を選択できます。従来
型、モジュラ型、機能ブロック型のい
ずれの測定器を選択しても、IOライブ
ラリ・スイートを使って迅速かつ正確
に接続できます。IOライブラリ・スイ
ートをインストールすると、Agilent
Connection Expertが同時にインストール
されます。このAgilent Connection Expert
により、インタフェースの設定、何百
ものメーカの中からの接続された測定
器の検出、通信の確認が行われます。
さらに、LXI対応の測定器にはすべて
Webサーバ機能が内蔵されているので、
システムの構成やトラブルシューティ
ングに便利です。

効率的な開発の実現

セットアップのためだけに、なじみの
ないプログラミング言語に悪戦苦闘す
る必要はありません。Agilent Openを
使用すると、使い慣れたソフトウェア
開発環境で作業できます。その鍵とな
るのが、標準測定器ドライバなどのオ
ープン・ソフトウェア・ツールと、
Microsoft Excelや一般的なプログラミン
グ言語（Visual Basic、C、Agilent VEE
Pro、MATLAB、LabVIEW、Visual
Basic.NET、Visual C＋＋、Visual C#など）
へのリンクです。どこででも、コード
作成ではなく、製品のテストに専念し
て作業することができます。

Agilent OpenとLXIを組み合わせて使用
すれば、システムを簡単に構築できる
だけでなく、思いどおりのテストを実
現できます。

ソフトウェア

接続

GPIB/LAN
ゲートウェイ

GIPB測定器

GPIB

カードケージ
測定器

PXI
従来型

LANおよびルータ
イントラネット／インターネット

モジュラ型

シンセティック

ハードウェア

IVIドライバ

測定器

エンベディッド
PC経由

VXI
LAN
スロット0

図4 Agilent Openによるシステム構成
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付録：
ソフトウェアのマイナ・チェンジ

LANベースの3つのケースすべてにおい
て、テスト・プログラムの先頭のアド
レス識別子の宣言をわずかに変更する
だけで、測定器と通信することができ
ました。例えば、LAN/GPIBゲートウェ
イの場合は、GPIBインタフェースの識
別子を0から2に変更しただけです（表4
および5）。VXI-11とSocketの場合は、
TCP/IBベースのアドレス指定に変更し
て、各測定器の固有のIPアドレスとポ
ート番号をポイントする必要がありま
した。詳細については、表4および5を
参照してください。

www.agilent.co.jp/find/open

表4. 34411A/34980A用のVISAの変更例（SCPIを使用）

GPIB DirectIO DMM＝new DirectIO（"GPIB0::22::INSTR"）：
DirectIO Switch＝new DirectIO（"GPIB0::9::INSTR）：

LAN/GPIB DirectIO DMM＝new DirectIO（"GPIB2::22::INSTR"）：
ゲートウェイ DirectIO Switch＝new DirectIO（"GPIB2::9::INSTR"）：

LAN-LAN、 DirectIO DMM＝newDirectIO（"TCPIP0::169.254.4.10::inst0::INSTR"）：
VXI-11 DirectIO Switch＝new DirectIO（"TCPIP0::169.254.9.80::inst0::INSTR）：

LAN-LAN、 DirectIO DMM＝new DirectIO（"TCPIP0::169.254.4.10::5025::SOCKET"）：
Socket DirectIO Switch＝new DirectIO（"TCPIP0::169.254.9.80::5025::SOCKET）：

表5. 34411A/34980A用のIVI-COMの変更例
GPIB IVIDMM.Initialize（"GPIB0::22::INSTR", true, true, String.Empty）：

IVISwitch.Initialize（"GPIB0::9::INSTR", true, true, String.Empty）：

LAN/GPIB IVIDMM.Initialize（"GPIB2::22::INSTR", true, true, String.Empty）：
ゲートウェイ IVISwitch.Initialize（"GPIB2::9::INSTR", true, true, String.Empty）：

LAN-LAN、 IVIDMM.Initialize（"TCPIP0::169.254.4.10::inst0::INSTR", true, true, String.Empty）：
VXI-11 IVISwitch.Initialize（"TCPIP0::169.254.9.80::inst0::INSTR", true, true, String.Empty）：

LAN-LAN、 IVIDMM.Initialize（"TCPIP0::169.254.4.10::5025::SOCKET", true, true, String.Empty）：
Socket IVISwitch.Initialize（"TCPIP0::169.254.9.80::5025::SOCKET", true, true, String.Empty）：

関連カタログ

関連のアプリケーション・ノートには、テス
ト・システムの構築、構築したシステムでの
LAN、無線LAN、USBの有効活用、RF／マイ
クロ波テスト・システムの最適化／機能拡張に
関する豊富な情報が掲載されています。以下の
アプリケーション・ノートがあります。

● Test-System Development Guide: A
Comprehensive Handbook for Test
Engineers（カタログ番号5989-5367EN）
http://cp.literature.agilent.co.jp/
litweb/pdf/5989-5367EN.pdf

テスト・システム開発

● Test System Development Guide:
Application Notes 1465-1～1465-8
（カタログ番号5989-2178EN）
http://cp.literature.agilent.co.jp/
litweb/pdf/5989-2178EN.pdf

● システム開発者ガイド：テスト・システムで
のLANの使用：基礎 Application Note
1465-9（カタログ番号5989-1412JA）
http://cp.literature.agilent.co.jp/
litweb/pdf/5989-1412JA.pdf

● テスト・システムでのLANの使用：ネットワ
ークの設定 Application Note 1465-10
（カタログ番号5989-1413JA）
http://cp.literature.agilent.co.jp/
litweb/pdf/5989-1413JA.pdf

● システム開発ガイド テスト・システムでの
LANの使用：PCの設定 Application Note
1465-11（カタログ番号5989-1415JA）
http://cp.literature.agilent.co.jp/
litweb/pdf/5989-1415JA.pdf

● システム開発ガイド 計測環境でのUSB使用
Application Note 1465-12
（カタログ番号5989-1417JA）
http://cp.literature.agilent.co.jp/
litweb/pdf/5989-1417JA.pdf

● システム開発ガイド SCPI＋ダイレクトI/O、
ドライバの使用法 Application Note 1465-
13（カタログ番号5989-1414JAJP）
http://cp.literature.agilent.co.jp/
litweb/pdf/5989-1414JAJP.pdf

● システム開発ガイド テスト・システムにおけ
るLANの使用法：アプリケーション
Application Note 1465-14
（カタログ番号5989-1416JAJP）
http://cp.literature.agilent.co.jp/
litweb/pdf/5989-1416JAJP.pdf

● システム開発ガイド テスト・システムでの
LANの使用：システムI/Oのセットアップ
Application Note 1465-15
（カタログ番号5989-2409JAJP）
http://cp.literature.agilent.co.jp/
litweb/pdf/5989-2409JAJP.pdf

● LXIによる次世代テスト・システム
Application Note 1465-16
（カタログ番号5989-2802JAJP）
http://cp.literature.agilent.co.jp/
litweb/pdf/5989-2802JAJP.pdf

RF／マイクロ波テスト・システム

● RF/マイクロ波テスト・システムの構成要素
の最適化 Application Note 1465-17
（カタログ番号5989-3321JAJP）
http://cp.literature.agilent.co.jp/
litweb/pdf/5989-3321JAJP.pdf

● RF/マイクロ波テストシステムのテスト品質
向上のための6ヒント Application Note
1465-18（カタログ番号5989-3322JAJP）
http://cp.literature.agilent.co.jp/
litweb/pdf/5989-3322JAJP.pdf

● システムの信号経路の校正：ベクトルおよび
スカラ補正法による測定精度の向上
Application Note 1465-19
（カタログ番号5989-3323JAJP）
http://cp.literature.agilent.co.jp/
litweb/pdf/5989-3323JAJP.pdf

LXI（LAN eXtensions for Instrumentation）

● 次世代LXIテスト･システム Application
Note 1465-20
（カタログ番号5989-4371JAJP）
http://cp.literature.agilent.co.jp/
litweb/pdf/5989-4371JAJP.pdf

● LXIに移行する10の理由 Application Note
1465-21（カタログ番号5989-4372JAJP）
http://cp.literature.agilent.co.jp/
litweb/pdf/5989-4372JAJP.pdf

● GPIBからLXIへの移行 Application Note
1465-22（カタログ番号5989-4373JAJP）
http://cp.literature.agilent.co.jp/
litweb/pdf/5989-4373JAJP.pdf

● PXI、VXI、LXIによるハイブリッド・テス
ト・システムの構築 Application Note
1465-23（カタログ番号5989-4374JAJP）
http://cp.literature.agilent.co.jp/
litweb/pdf/5989-4374JAJP.pdf

● テスト・システムにおけるシンセティック測
定器の使用法:利点とトレードオフ
Application Note 1465-24
（カタログ番号5989-4375JAJP）
http://cp.literature.agilent.co.jp/
litweb/pdf/5989-4375JAJP.pdf
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www.agilent.co.jp/find/agilentdirect
テスト機器ソリューションを迅速に選択し使
用できます。

Agilent Direct

www.agilent.co.jp/find/open

Agilentは、テスト・システムの接続とプログ
ラミングのプロセスを簡素化することによ
り、電子製品の設計、検証、製造に携わるエ
ンジニアを支援します。Agilentの広範囲のシ
ステム対応測定器、オープン・インダスト
リ・ソフトウェア、PC標準I/O、ワールドワ
イドのサポートは、テスト・システムの開発
を加速します。

Agilent Open

確実なサービス

修理／校正サービスは機器を新品同様
の動作状態に戻し、お約束した納期に
短期間で返却いたします。Agilentでは、
Agilent機器を十分活用できるように、
さまざまなサポートを提供しています。
またAgilentの技術者による最新の工場
校正、自動修理診断、純正部品を使用
したサービスを受けられます。さらに、
必要に応じて、工場の専門家にもアク
セスできます。これは測定に対する最
高の信頼性を意味し、不安感を抱くこ
となく、Agilentの修理／校正サービス
を利用できます。

Agilentでは、デザイン／システム・イ
ンテグレーション／プロジェクト管理
に加えて、最初のスタートアップ・ア
シスタンス、オンサイト教育／トレー
ニングなどの、機器に対するさまざま
なテスト／測定サービスを提供してい
ます。

修理／校正サービスの詳細情報につい
ては、以下をご覧下さい。

www.agilent.co.jp/find/removealldoubt

Agilentオープン・コネクティビティ

Agilent Openは、テストを自動化する際の時
間短縮ツールとなる実証済みの標準です。
Agilent Openの柔軟な環境は、コスト・パフ
ォーマンスの高い測定ソリューションの作成
を容易にします。Agilent Openを利用すれば、
製品のパフォーマンス、信頼性、納期などの
重要な課題に、より多くの時間を当てること
ができます。

MATLABはMath Works, Inc.の米国登録商
標です。

MicrosoftおよびWindowsはMicrosoft
Corporationの米国登録商標です。


